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【手続補正書】
【提出日】令和2年5月8日(2020.5.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）の方法であって、
　サイドリンク無線ベアラ（ＳＬＲＢ）に関連付けられた論理チャネルで、まさに第１の
ＰＤＣＰ（Packet　Data　Convergence　Protocol）ＰＤＵ（Protocol　Data　Unit）を
受信することと、
　部分Reordering_Windowおよび前記まさに第１のＰＤＣＰ　ＰＤＵのＳＮ（Sequence　N
umber）に基づいて第１の状態変数を初期化することであって、前記第１の状態変数は、
前記ＳＬＲＢのために作成されたＰＤＣＰエンティティによって上位レイヤに引き渡され
た最後のＰＤＣＰ　ＳＤＵ（Service　Data　Unit）のＰＤＣＰ　ＳＮを示し、該部分Reo
rdering_WindowはReordering_Windowより小さい、初期化することと、
　前記第１の状態変数を使用して、前記まさに第１のＰＤＣＰ　ＰＤＵに対して再オーダ
リング手順を実行することと、を含む方法。
【請求項２】
　前記第１の状態変数は、前記まさに第１のＰＤＣＰ　ＰＤＵのＰＤＣＰ　ＳＮ＞＝前記
部分Reordering_Windowである場合、前記まさに第１のＰＤＣＰ　ＰＤＵのＰＤＣＰ　Ｓ
Ｎ－前記部分Reordering_Windowに設定される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の状態変数は、前記まさに第１のＰＤＣＰ　ＰＤＵのＰＤＣＰ　ＳＮ＜前記部
分Reordering_Windowである場合、前記まさに第１のＰＤＣＰ　ＰＤＵのＰＤＣＰ　ＳＮ
＋前記Reordering_Window＋前記部分Reordering_Windowに設定される、請求項１に記載の
方法。
【請求項４】
　前記部分Reordering_Windowは、１／２Reordering_Windowである、請求項１に記載の方
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法。
【請求項５】
　前記Reordering_Windowは、ＰＤＣＰ　ＳＮ空間の半分である、請求項１に記載の方法
。
【請求項６】
　前記Reordering_Windowは、３２７６８である、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１の状態変数が、Last_Submitted_PDCP_RX_SNである、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　サイドリンク無線ベアラ（ＳＬＲＢ）に関連付けられた論理チャネルで第２のＰＤＣＰ
　ＰＤＵを受信することをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記第２のＰＤＣＰ　ＰＤＵのＰＤＣＰ　ＳＮが前記第１の状態変数以下の場合、前記
第２のＰＤＣＰ　ＰＤＵに対して前記再オーダリング手順を実行して、前記第２のＰＤＣ
Ｐ　ＰＤＵを破棄することをさらに含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第２のＰＤＣＰ　ＰＤＵのＰＤＣＰ　ＳＮが前記第１の状態変数より大きい場合、
前記第２のＰＤＣＰ　ＰＤＵに対して前記再オーダリング手順を実行して、前記第２のＰ
ＤＣＰ　ＰＤＵのＰＤＣＰ　ＳＤＵを記憶する、あるいは前記第２のＰＤＣＰ　ＰＤＵの
ＰＤＣＰ　ＳＤＵを上位レイヤに引き渡すことをさらに含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　ユーザ機器（ＵＥ）であって、
　制御回路と、
　前記制御回路に設けられたプロセッサと、
　前記制御回路に取り付けられ、プロセッサに結合されたメモリと、を含み、
　前記プロセッサは、前記メモリに記憶されたプログラムコードを実行して、
　　サイドリンク無線ベアラ（ＳＬＲＢ）に関連付けられた論理チャネルで、まさに第１
のＰＤＣＰ（Packet　Data　Convergence　Protocol）ＰＤＵ（Protocol　Data　Unit）
を受信することと、
　　部分Reordering_Windowおよび前記まさに第１のＰＤＣＰ　ＰＤＵのＳＮ（Sequence
　Number）に基づいて第１の状態変数を初期化することであって、前記第１の状態変数は
、前記ＳＬＲＢのために作成されたＰＤＣＰエンティティによって上位レイヤに引き渡さ
れた最後のＰＤＣＰ　ＳＤＵ（Service　Data　Unit）のＰＤＣＰ　ＳＮを示し、該部分R
eordering_WindowはReordering_Windowより小さい、初期化することと、
　　前記第１の状態変数を使用して、前記まさに第１のＰＤＣＰ　ＰＤＵに対して再オー
ダリング手順を実行することと、を行うように構成されている、ＵＥ。
【請求項１２】
　前記第１の状態変数は、前記まさに第１のＰＤＣＰ　ＰＤＵのＰＤＣＰ　ＳＮ＞＝前記
部分Reordering_Windowである場合、前記まさに第１のＰＤＣＰ　ＰＤＵのＰＤＣＰ　Ｓ
Ｎ－前記部分Reordering_Windowに設定される、請求項１１に記載のＵＥ。
【請求項１３】
　前記第１の状態変数は、前記まさに第１のＰＤＣＰ　ＰＤＵのＰＤＣＰ　ＳＮ＜前記部
分Reordering_Windowである場合、前記まさに第１のＰＤＣＰ　ＰＤＵのＰＤＣＰ　ＳＮ
＋前記Reordering_Window＋前記部分Reordering_Windowに設定される、請求項１１に記載
のＵＥ。
【請求項１４】
　前記部分Reordering_Windowは、１／２Reordering_Windowである、請求項１１に記載の
ＵＥ。
【請求項１５】
　前記Reordering_Windowは、ＰＤＣＰ　ＳＮ空間の半分である、請求項１１に記載のＵ
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Ｅ。
【請求項１６】
　前記Reordering_Windowは、３２７６８である、請求項１１に記載のＵＥ。
【請求項１７】
　前記第１の状態変数が、Last_Submitted_PDCP_RX_SNである、請求項１１に記載のＵＥ
。
【請求項１８】
　前記プロセッサが、サイドリンク無線ベアラ（ＳＬＲＢ）に関連付けられた論理チャネ
ルで第２のＰＤＣＰ　ＰＤＵを受信することをさらに行うように構成されている、請求項
１１に記載のＵＥ。
【請求項１９】
　前記プロセッサが、前記第２のＰＤＣＰ　ＰＤＵのＰＤＣＰ　ＳＮが前記第１の状態変
数以下の場合、前記第２のＰＤＣＰ　ＰＤＵに対して前記再オーダリング手順を実行して
、前記第２のＰＤＣＰ　ＰＤＵを破棄することをさらに行うように構成されている、請求
項１８に記載のＵＥ。
【請求項２０】
　前記プロセッサが、前記第２のＰＤＣＰ　ＰＤＵのＰＤＣＰ　ＳＮが前記第１の状態変
数より大きい場合、前記第２のＰＤＣＰ　ＰＤＵに対して前記再オーダリング手順を実行
して、前記第２のＰＤＣＰ　ＰＤＵのＰＤＣＰ　ＳＤＵを記憶し、あるいは前記第２のＰ
ＤＣＰ　ＰＤＵのＰＤＣＰ　ＳＤＵを上位レイヤに引き渡すことをさらに行うように構成
されている、請求項１８に記載のＵＥ。
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